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1.  平成24年5月期第1四半期の連結業績（平成23年6月1日～平成23年8月31日） 

(注)平成23年５月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成23年５月期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年5月期第1四半期 2,581 23.9 67 ― 59 ― 29 ―
23年5月期第1四半期 2,083 ― △8 ― △15 ― △13 ―

（注）包括利益 24年5月期第1四半期 30百万円 （―％） 23年5月期第1四半期 △13百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年5月期第1四半期 1,680.91 ―
23年5月期第1四半期 △771.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年5月期第1四半期 4,115 1,326 32.1
23年5月期 4,115 1,322 32.0
（参考） 自己資本   24年5月期第1四半期  1,321百万円 23年5月期  1,318百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年5月期 ― 0.00 ― 1,500.00 1,500.00
24年5月期 ―
24年5月期（予想） 0.00 ― 1,600.00 1,600.00

3.  平成24年5月期の連結業績予想（平成23年6月1日～平成24年5月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,400 17.7 80 150.0 70 233.3 60 140.0 3,410.83
通期 11,600 13.8 300 66.7 290 70.6 210 31.3 11,937.92



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注)詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報(その他)に関する事項」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項については、(添付
資料)２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年5月期1Q 19,520 株 23年5月期 19,520 株
② 期末自己株式数 24年5月期1Q 1,929 株 23年5月期 1,929 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年5月期1Q 17,591 株 23年5月期1Q 17,591 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、本年３月11日に発生した東日本大震災により、経済活動への

影響が続くものの、サプライチェーンの立て直しや復興需要等により、経済活動および個人消費等に回復の兆しが

見られました。しかしながら、原発事故の影響による電力安定供給への懸念から企業の生産活動に一部支障が生じ

るほか、米国を中心とした世界経済の先行き不安やデフレの進行、雇用情勢の悪化懸念等により景気は依然として

先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 このような状況の下、通信販売事業では、ベンダーメーカーとしてのポジションを確立するため、引続き自社商

品の開発に注力してまいりました。営業面では、化粧品企画が順調に推移しており、売上高牽引の一要因となって

おります。  

 ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業では、当四半期において直営店「ルミネ大宮店」、「天王寺ＭＩＯ店」の２店を出店いた

しました結果、当四半期末の店舗数は直営店16店、ＦＣ店３店の合計19店となりました。 

 ＣＲＭソリューション事業では、販売代理店の拡大に注力し営業力を強化してきたものの、本年３月11日に発生

した東日本大震災の影響から企業による設備投資計画が後ろ倒しになったこともあり、販売動向は厳しい状況で推

移いたしました。  

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高2,581百万円（前年同期比23.9％増）、営業利益67百

万円（前年同期は８百万円の営業損失）、経常利益59百万円（前年同期は15百万円の経常損失）、四半期純利益29

百万円（前年同期は13百万円の四半期純損失）となりました。 

  

 各セグメントの業績は次のとおりです。 

＜通信販売事業＞ 

 売上高は2,280百万円（前年同期比16.2％増）となり、営業利益は65百万円（前年同期は1百万円の営業損失）と

なりました。  

＜ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業＞ 

 売上高は270百万円（前年同期比124.5％増）となり、営業利益は22百万円（前年同期は2百万円の営業損失）と

なりました。 

＜ＣＲＭソリューション事業＞ 

 売上高は30百万円となり、営業損失は16百万円となりました。ＣＲＭソリューション事業は前第１四半期連結累

計期間ではセグメントとして存在していないため、前年同期比については記載しておりません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産）   

 当第１四半期連結会計期間末の流動資産につきましては、前期末に比べ20百万円減少しました。主な流動資産の

変動は、「現金及び預金」が131百万円、「受取手形及び売掛金」が194百万円、それぞれ減少し「商品及び製品」

が298百万円増加したことによります。 

 当第１四半期連結会計期間末の固定資産につきましては、19百万円増加しました。主な固定資産の変動は、「有

形固定資産」が8百万円、「投資その他の資産」が12百万円、それぞれ増加したことによります。  

 この結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産は 4,115百万円（前期末4,115百万円）となり、前期末とほぼ

同額となりました。 

（負債）  

 当第１四半期連結会計期間末の流動負債につきましては、前期末に比べ11百万円増加しました。主な流動負債の

変動は、「短期借入金」が50百万円、「役員賞与引当金」が12百万円、それぞれ減少し「支払手形及び買掛金」が

99百万円増加したことによります。 

 当第１四半期連結会計期間末の固定負債につきましては、前期末に比べ16百万円減少しました。主な固定負債の

変動は、「長期借入金」が17百万円減少したことによります。  

 この結果、当第１四半期連結会計期間末の負債は2,788百万円となり、前期末に比べ4百万円減少しました。  

（純資産）  

 当第１四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前期末に比べ4百万円増加しました。主な純資産の変動

は、「利益剰余金」が3百万円増加したことによります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年７月12日に公表いたしました平成24年５月期第２四半期(累計)、通期の業績予想に変更はありません。

なお、上記の予想は、当社が現時点で把握可能な情報から判断する一定の前提に基づいた見込みであり、多分に不

確定な要素を含んでおります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

     （税金費用の計算） 

 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実

効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法に

よっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項ありません。  

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年５月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 307,419 176,333

受取手形及び売掛金 1,944,277 1,749,499

商品及び製品 757,384 1,059,476

原材料及び貯蔵品 3,255 4,559

その他 123,123 125,650

貸倒引当金 △4,979 △5,132

流動資産合計 3,130,480 3,110,387

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 285,535 292,958

土地 260,225 260,225

その他（純額） 16,407 17,167

有形固定資産合計 562,168 570,352

無形固定資産   

のれん 44,753 40,277

その他 59,418 63,462

無形固定資産合計 104,171 103,739

投資その他の資産   

その他 319,106 331,128

貸倒引当金 △142 △133

投資その他の資産合計 318,963 330,994

固定資産合計 985,304 1,005,087

資産合計 4,115,784 4,115,474

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 907,713 1,007,024

短期借入金 200,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 464,762 449,131

役員賞与引当金 21,800 9,200

ポイント引当金 15,468 15,694

返品調整引当金 10,460 8,806

その他 442,441 434,753

流動負債合計 2,062,645 2,074,609

固定負債   

長期借入金 562,016 544,368

退職給付引当金 51,564 50,998

役員退職慰労引当金 109,447 111,156

その他 7,451 7,451

固定負債合計 730,478 713,973
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年５月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年８月31日) 

負債合計 2,793,123 2,788,582

純資産の部   

株主資本   

資本金 401,749 401,749

資本剰余金 324,449 324,449

利益剰余金 676,798 679,981

自己株式 △84,490 △84,490

株主資本合計 1,318,507 1,321,689

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △168 △336

その他の包括利益累計額合計 △168 △336

少数株主持分 4,321 5,538

純資産合計 1,322,660 1,326,892

負債純資産合計 4,115,784 4,115,474
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年８月31日) 

売上高 2,083,515 2,581,508

売上原価 1,288,583 1,560,982

売上総利益 794,932 1,020,525

販売費及び一般管理費 803,212 953,440

営業利益又は営業損失（△） △8,279 67,085

営業外収益   

受取利息 26 34

受取手数料 1,791 1,481

助成金収入 1,400 －

その他 520 1,049

営業外収益合計 3,739 2,566

営業外費用   

支払利息 4,679 4,192

為替差損 6,614 5,520

営業外費用合計 11,293 9,713

経常利益又は経常損失（△） △15,834 59,938

特別利益   

貸倒引当金戻入額 61 －

特別利益合計 61 －

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 82 －

特別損失合計 82 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△15,855 59,938

法人税等 △2,290 29,152

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△13,564 30,785

少数株主利益 － 1,216

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,564 29,568
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△13,564 30,785

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △216 △168

その他の包括利益合計 △216 △168

四半期包括利益 △13,780 30,617

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △13,780 29,400

少数株主に係る四半期包括利益 － 1,216
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 該当事項はありません。   

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年６月１日 至平成22年８月31日）  

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                    (単位：千円) 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△4,077千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

    

   Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年６月１日 至平成23年８月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                       (単位：千円) 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△4,475千円は、のれん償却額であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

    ２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社は、従来「通信販売事業」及び「ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業」の２つを報告セグメントとしておりました

が、前第３四半期連結会計期間より、「通信販売事業」、「ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業」及び「ＣＲＭソリューシ

ョン事業」の３つに変更しております。 

この変更は、前第３四半期連結会計期間よりアルファコム株式会社を連結子会社としたことに伴い、「ＣＲ

Ｍソリューション事業」が新たに報告セグメントに加わったことによるものです。 

  

    ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

            該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント  

 調整額(注)1 
四半期連結損益計

算書計上額(注)2 通信販売 

事業 

SKINFOOD 

事業 
計 

 売上高           

    外部顧客への売上高     1,962,884      120,631    2,083,515      ―        2,083,515

    セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
         ―       41,705       41,705     △41,705              ― 

計     1,962,884      162,336    2,125,221    △41,705        2,083,515

セグメント利益又は損失(△)       △1,832      △2,369      △4,201      △4,077          △8,279

  

報告セグメント  

 調整額(注)1 
四半期連結損益計

算書計上額(注)2通信販売 

事業 

SKINFOOD 

事業 

CRMソリュー

ション事業
計 

 売上高             

    外部顧客への売上高   2,280,213    270,831    30,463   2,581,508       －       2,581,508

    セグメント間の内部売上 

  高又は振替高 
        －       －       －        －         －               －

計      2,280,213    270,831    30,463   2,581,508       －       2,581,508

セグメント利益又は損失(△)       65,233      22,932   △16,605     71,561        △4,475          67,085

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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